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おススメの本

　丹波市男女共同参画センター

TEL　0795-82-8684　　FAX　0795-82-8692

開館時間：午前10時～午後6時　※毎週月曜日、年末年始（12/29～1/3）は休館日です。

男女共同参画センターで、この１年間で多く読まれた本

『そして、バトンは渡された』：文藝春秋、

瀬尾まいこ著

森宮優子、十七歳。継父継母が変われば名字

も変わる。だけどいつでも両親を愛し、愛さ

れていた。この著者にしか描けない優しい物

語。 「私には父親が三人、母親が二人いる。

家族の形態は、十七年間で七回も変わった。

でも、全然不幸ではないのだ。」 身近な人が

愛おしくなる、著者会心の感動作 。

『人生は美しいことだけ憶えていればいい』

ＰＨＰ研究所、佐藤愛子著

佐藤先生が、いかにして「怒りの佐藤」にな

り、90歳を超えて大ベストセラーを出せたの

か。元夫の借金を肩代わりしても「苦労した

とは思っていない、この世で起こることは、

すべて修行」「力一杯生きて、ああ面白かっ

たと言って死ねればいちばん」と語る佐藤先

生の、読むだけで元気が出る痛快人生論。

〒669-3467　丹波市氷上町本郷300番地　丹波ゆめタウン２Ｆ（市民プラザ内）

会社員でぶどり 橋本ナオキ 産業編集センター

「男らしさ」はつらいよ

男の子になりたかった女の子になりたかった女の子

モダンラブ　さまざまな愛のかたち　ニューヨーク・タイムズ掲載の本当にあった
２１の物語

ダニエル・ジョーンズ編
桑原洋子訳

河出書房新社

おしえて！くもくん　プライベートゾーンってなあに？ 小笠原和美監修 東山書房

松田青子 中央公論新社

ロバート・ウェッブ著
夏目大訳

双葉社

新５０代は悩み多きお年頃 槇村さとる 光文社

コミュニティカフェさくら茶屋物語　居場所は街を動かす さくら茶屋にししば フェミックス

月収＋10万円こっそり副業術　特別なスキルがなくてもできる 土谷愛
日本能率協会マネジメン
トセンター

他者の靴を履く　アナーキック・エンパシーのすすめ ブレイディみかこ 文藝春秋

　男女共同参画に関する図書や雑誌の閲覧・貸出を行っています。お気軽にお立ち寄りください。

《新着図書のご案内》 新たに41冊の図書の購入をしました。（蔵書累計487冊）詳しくはＨＰの蔵書一覧で。

書籍名 著者名 出版社名

《お陰様で２周年》 ● 本年8月末に新たに大型の書棚を配置しました。　　

丹波市男女共同参画センター

令和２年度の男女共同参画週間での展示

お陰様で10月22日で開館２周年を迎え、この「お知らせ」も第12号となりました。

この１年間で多く読まれた本の上位は、次のとおりです。

①「そして、バトンは渡された」：瀬尾まいこ著、文藝春秋

②「人生は美しいことだけ憶えていればいい」：佐藤愛子著、ＰＨＰ研究所

③「樹木希林 120の遺言 死ぬときぐらい好きにさせてよ」：樹木希林著、宝島社

10月21日現在の所蔵冊数は446冊です。この１年間での図書カード発行者数は33人で、延べ

201冊の本の貸出を行いました。是非、お気軽にお立ち寄りください。お待ちしています。


